
令和元年度(平成30年度実施事業分)事務事業評価評価票 № 21-001

担当 今井
内線等 84-0646

章：
節：
基本施策：

単位施策：

個別施策：

28年度 29年度 30年度 単位
168 163 177 回
48 49 53 回
71 86 104 人

1,593 1,174 1,742 千円
11,817 15,263 19,987 千円
13,410 16,437 21,729 千円
28年度 29年度 30年度 単位
3,015 3,021 3,830 円
1,286 1,122 1,530 円

28年度 29年度 30年度 単位

実績値 3,664 4,430 3,688

目標値 5,300 4,600 4,600

実績値 ― 13 23

目標値 ― 10 20

実績値 ― 111 1,140

目標値 ― ― 200

妥当 中程度 ない
高い ある

大きい ない ない

目標値 単位

6,900 人

15 人

1,200 人

PDCA 事務事業名 健康づくり推進事業 部課等名
健康子ども部 保健センター
健康担当

Ｐ
政策体系

第２章　子育てと暮らしを地域で支え合うまち
第３節　健康増進と医療体制の充実
１．健康づくり

総
合
計
画
と
の
関
係
性
等

（１）一人ひとりの健康資源を増やす取り組み
②個人の健康資源の開発

根拠法令等 健康増進法

対象・目的
64歳までの市民を対象に、自らが積極的に健康づくりに取り組める環境の整備をし、必
要な保健指導及び支援を行うことで、各個人のセルフケア能力を高め「自分の健康は自
分で守る」を実践できることを目的とする。また第2次健康はんだ21計画推進を図る。

目的を達成
するための
手段・活動

内容

・保健師・歯科衛生士・栄養士等による、総合的な健康づくりの教育・相談
・委託事業：健康づくりリーダーによる健康体操、食生活改善推進員による料理教室
・健康づくり市民ボランティアの養成・育成及び活動支援
・はんだ健康マイレージポイント事業おいてより健康づくりの推進につながるようなポ
イントの貯め方やインセンティブの充実を図る。

Ｄ

活動結果

活動実績
①健康教育・健康相談実施回数
②健康づくり市民ボランティアによる健康教育実施回数

前
年
度
の
活
動
結
果
と
見
ら
れ
た
成
果

③半田市健康サポーター登録数
事業費
人件費

総事業費
活動単位当たりのコスト
①健康教育・健康相談の一人あたりのコスト
②健康づくり市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱによる健康教育参加者1人当りｺｽﾄ（①の再掲）
③

成　果

成果指標
①健康教育・健康相談参加延べ人数

人

②健康づくり市民ボランティア新規登録
者数 人

③はんだ健康マイレージカード交付延べ
人数 人

Ｃ
観点別評価

必要性 有効性 効率性

①市の関与の妥当性 ④上位施策への貢献 ⑦コスト削減余地

課
題
の
整
理

②市民ニーズ ⑤成果向上の余地 ※対象・手段の変更

③休廃止の影響 ⑥類似事業の有無 ⑧受益者負担適正化余地

事業の
評価・課題

Ｃ

・健康教育・健康相談実施回数は増加したが、参加者数は減少した。より参加者のニーズや健康課題に合った内容で実施し
ていくことが課題である。
・健康づくり市民ボランティア新規登録者数の目標は達成できた。自ら健康づくりに取り組む市民を増やすとともに、市民
協働で健康づくりを推進していくために、市民ボランティアの養成及び育成を今後も継続していく必要がある。
・はんだ健康マイレージについては、高齢介護課と連携したことにより、登録団体が増えるとともに、交付者数が増加し
た。今後は無関心層に対する仕組みづくりが課題である。

Ａ
今後の事業
の方向性

改善推進

第2次健康はんだ21計画の中間評価及び見直しを実施したことでみえた健康課題に対し、教育・相談・講座等
に取り組む。「はんだ健康マイレージ事業」では、実践ポイントを必須とし、自ら健康づくりに取り組むこ
とでポイントが貯まる仕組みや、協賛を募ることで健康づくりの環境を整える仕組みをつくり無関心層を含
め交付人数の増加を図る。「健康サポーター養成講座」を開催し、健康づくり市民ボランティア新規登録者
数を増やすとともに、活動継続を支援するため、勉強会を行う。

課
題
解
決
の
た
め
の
目
標

令和元年度
の目標

成果指標

①健康教育・健康相談参加延べ人数

②健康づくり市民ボランティア新規登録者数

③はんだ健康マイレージカード交付延べ人数


